
経営学部 起業・事業承継コースの４年生による
卒業報告会を開催しました。報告のグランプリ
に輝いたのは神統馬さん（松原高校出身）でした。
準グランプリには菊地洸希さん（翔凛高校出身）、
第3位には盛田和花さん（若葉総合高校出身）が
選ばれました。

12 14

経営学部 起業・事業承継コースの
卒業研究報告会

石井走さん（経営学部卒業、西山ゼミ、逗葉高
校出身）が税理士試験（簿記論・財務諸表論）に合
格しました。また、桑原寧々さん（人間科学部4
年、山田良一ゼミ、中村高校出身）は保育士試
験に合格しました。いずれも寺内学長から賞状
と副賞が贈呈されました。

左から寺内学長、石井さ
ん、西山副学長

2 6 3 14

学生表彰
（税理士簿記論・財務諸表論、保育士）

竹内淨ゼミ（人間科学部）の佐々木秀平さん（人
間科学部4年、名古屋経済大学市邨高校出身）、
秋山真央さん（人間科学部4年、関東第一高校
出身）、神代裕一郎さん（人間科学部4年、津田
沼高校出身）の３名が作成した動画が、東京都
主催の「性別による無意識の思い込み（アンコン
シャスバイアス）動画コンテスト」で入賞しました。

左から
佐々木さん、
秋山さん、
神代さん

1 23

竹内淨ゼミ（人間科学部）が東京都主
催の動画コンテストで入賞

永井ゼミ（商学部）が株式会社千葉牧場と産学連
携活動を実施しました。説明会と現地訪問を踏
まえ「オープン・イノベーションによる新しい価値
提案」をテーマに、企業にプレゼンするコンテス
トを開催。結果は森山汐梨さん（商学部4年、千
早高校出身）「ベジブロス」が優勝となりました。

1 25

永井ゼミ（商学部）の産学連携活動

長谷川万希子教授（人間科学部）・早坂めぐみ准
教授（人間科学部）担当の総合科目（春）（テーマ

「子どもの未来 －子どもが夢を持ち続けられる
社会の実現を探る－」）が4月18日から7月11日
まで毎週火曜日2限（10:40 ～ 12:10）で開講さ
れています。詳細・聴講希望は「高千穂大学　総
合科目」で検索。

4 18 7 11

総合科目（春学期）

TAKACHIHO NEWS

左から寺内学長、桑原さ
ん、山田良一教授

コロナ対策のため、卒業式を2部制（Ⅰ部 経営学部・
大学院、Ⅱ部 商学部・人間科学部）にて挙行しまし
た。論文賞は加藤あかりさん（商学部卒業、桝谷ゼ
ミ、福島南高校出身）が選ばれ、タイトルは｢危機的
状況において企業存続のためにサブ事業が果たす
役割－常磐興産株式会社の多角化戦略－｣でした。

3 20

2022年度卒業式・学位授与式、
論文賞

論文賞を受賞した加
藤あかりさん

齋藤典晃ゼミ（商学部）の集
合写真

発行日：2023年 5月19日 無断転載・複製不可
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井の頭線（5分）

京王線（8分）

井の頭線
（13分）乗り換え

徒歩（7分）

高千穂大学

西永福

明大前

新　宿吉祥寺 渋　谷

●埼京線
●湘南新宿ライン
●総武線
●中央線
●山手線　

●埼京線
●湘南新宿ライン
●山手線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線
●地下鉄副都心線
●東急田園都市線
●東急東横線

●総武線
●中央線

●地下鉄大江戸線
●地下鉄新宿線
●地下鉄丸ノ内線
●小田急線
●西武線

井の頭線
（10分）

■�山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   
（新宿駅からの場合は、明大前駅乗り換え）

■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分

クォータリー高千穂設置場所
図書館（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情報メディアセン
ター、CS（1・2・3・4階）

●編集長	 渡邉　均
●委　員	 坂田 利康　齋藤　秀

●編集・印刷	 orange corporation

▲
バックナンバーはこちら

高千穂大学・広報誌（Quarterly TAKACHIHO）をご覧いただきまして誠に
ありがとうございます。広報課では皆さんからご意見やご要望などを募集
しております。お気軽にメールにてお知らせください。お待ちしております。

大学の最新情報が分かる！
公式アカウントをフォローしよう！！

高千穂大学ソーシャルメディア公式アカウント

ご意見・ご要望などを募集します

連絡先メールアドレス
koho@takachiho.ac.jp
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高千穂学園は2023年5月27日に創立120周年を迎えます。

2022年4月より大学の公式ウェブサイトがレスポンシブル対応（ご利用の端末に合わせた表示）となりました。 
ぜひご覧ください。

TOPICS



高千穂大学　父母の会　黎明　57号

２
０
２
３
年
度

役
員
総
会

１
．２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

２
．２
０
２
２
年
度
監
査
報
告

３
．２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

４
．２
０
２
３
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

５
．２
０
２
３
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

議題

〈
総
会
概
要
〉

２
０
２
３
年
４
月
４
日
（
火
）16
時
～

議
長　

角
屋
由
華
会
長

上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す

２
０
２
３
年
度
高
千
穂
大
学
父
母
の
会
は
６
６
４
名
の
新
会
員
を
お
迎
え
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

父
母
の
会
会
長
・
理
事
長
・
学
長
・
同
窓
会
会
長
よ
り
父
母
の
会
会
員
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
挨
拶

高千穂大学父母の会
会長

角屋 由華

新
入
生
の
皆
様
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
入
学
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

ご
家
族
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発
足
し
て
24
年
目
を
迎
え
る
高
千
穂
大

学
父
母
の
会
は
、
大
学
と
家
庭
の
連
絡
を
密

に
し
、
相
互
理
解
と
協
力
に
よ
り
学
生
の
大

学
生
活
の
充
実
と
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
々
変
化

し
て
い
く
世
界
情
勢
や
社
会
環
境
の
中
で
子

供
に
対
す
る
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。
多
く
の

お
子
様
が
最
後
の
学
生
生
活
と
な
る
か
ら
こ

そ
、
皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
に
、
お
子
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
い

た
だ
き
、
同
じ
学
校
に
通
う
保
護
者
同
士
、

「
先
生
と
近
い
！
」
学
校
で
も
っ
と
情
報
共

有
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
主
義
的
教
育
体

制
の
も
と
、
学
園
は
も
ち
ろ
ん
同
窓
会
と
も

連
携
を
深
め
、
お
子
様
が
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
り
立
派
な
社
会
人
と
し
て
大
き
く
成

長
で
き
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
家
族
様
が
父

母
の
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

同窓会会長

千葉 吉明

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
ご
子
息
ご

息
女
の
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
千
穂
学
園
同
窓
会
は
会
員
相
互
の
親

睦
と
母
校
・
高
千
穂
大
学
の
隆
盛
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の

会
員
は
約
３
万
８
千
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
本
部
の
他
に
全
国
30
支
部
の

各
都
道
府
県
高
千
穂
会
が
あ
り
、
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
会
員
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。父

母
の
会
と
の
交
流
は
、
栃
木
県
、
群

馬
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
等
の
各
支
部
が

行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
在
学
生
に
は
「
体
育
祭
、
高
千

穂
祭
、
留
学
生
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
卒
業
生
へ

の
記
念
品
贈
呈
及
び
新
会
員
歓
迎
会
開
催

等
」
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
活
は

４
年
間
で
す
が
、
同
窓
会
の
交
流
は
生
涯
で

す
、
ど
う
ぞ
同
窓
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学

園
と
共
に
連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

父
母
の
会
と
と
も
に
在
学
生
を

支
援

３
．新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
大
学
な
ら
び
に
父
母
の
会
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

参
加
者
は
49
名
で
あ
っ
た
。
後
日
動
画
を
配
信
し
た
。

開
催
日
時	

２
０
２
２
年
６
月
18
日
（
土
）
13
時
～
17
時

会　

場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

保
護
者
49
名　

大
学
側
６
名

内　

容	

⒈
父
母
の
会
説
明

	

⒉
支
部
会

	

⒊
大
学
の
近
況
報
告

	

⒋
教
務
委
員
会
よ
り
４
年
間
の
学
び
の
説
明

	

⒌
個
別
相
談
会

４
．家
庭
と
の
連
絡
強
化

『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』
の
発
送
（
年
４
回
）

２
０
２
２
年
５
月
、
７
月
、
10
月
、
２
０
２
３
年
１
月

　

発
送

う
ち
５
月
、
１
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集

「
黎
明
」
を
掲
載

５
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞

59
名
）
に
総
額
１
，
４
７
５
，
０
０
０
円
を
給
付
し
た
。

６
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
の

整
備
費
用
の
一
部
と
し
て
100
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備
費
用

の
一
部
と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告

３
年
ぶ
り
に
対
面
に
て
開
催
。
16
支
部
合
同
で
高
千
穂

大
学
に
て
開
催
。
後
日
動
画
を
配
信
し
た
。

会
員
２
４
０
５
名
に
対
し
開
催
案
内
を
封
書
に
て
7
月

下
旬
に
発
送
。

開
催
日
時	

�

２
０
２
２
年
９
月
11
日
（
日
）	

12
時
30
分
～
17
時
00
分

会　

場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

�

保
護
者
94
名　

大
学
側　

藤
井
理
事
長
、	

寺
内
学
長
、
他
10
名

懇
談
会
の
内
容	

⒈
支
部
交
流
会

	
	

⒉�

大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て

大
学
か
ら
説
明

	
	

⒊
就
職
活
動
体
験
報
告
会　

	
	

⒋�

保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

２
．就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
報
告

大
学
の
就
職
支
援
や
新
卒
の
雇
用
状
況
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
２
年
生
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
。
後
日
動
画
を
配
信
し
た
。

開
催
日
時	

�

２
０
２
３
年
３
月
25
日
（
土
）	

13
時
～
16
時
30
分

会　

場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

保
護
者
63
名　

大
学
側
８
名

内
容

⒈�

講
演
「
最
新
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
～
就
職
活
動

に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
～
」
講
師　

（
株
）
マ
イ
ナ
ビ　

松
本
勢
似
氏

⒉「
高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
」　

永
戸
哲
也
就
職
委
員
長

⒊
学
生
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
談

⒋
個
別
面
談

７
．学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

⑴�

５
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

等
500
本
（
６
万
３
６
０
０
円
）
を
提
供
し
た
。

⑵�

10
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭

で
、
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券
一
人
当
た
り
500
円
を
配

布
し
た
。
一
人
１
日
１
回
合
計
２
回
配
布
。
利
用
者
は
396

名
１
９
８
，
０
０
０
円
分
配
布
し
た
。

８
．郷
土
企
画

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
と
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各

支
部
の
特
産
品
を
提
供
。
直
接
学
生
た
ち
に
手
渡
し
、
学
生

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時	

６
月
17
日
（
金
）

提
供
品		

�

サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
１
２
０
０
個　

役

員
２
名

②
千
葉
県
支
部　

開
催
日
時	

10
月
６
日
（
木
）

提
供
品		

�

び
わ
ゼ
リ
ー
504
個　

銚
子
電
鉄
ぬ
れ
煎
餅

１
０
０
０
枚　

役
員
３
名

③
埼
玉
県
支
部　

開
催
日
時	

10
月
28
日
（
金
）

提
供
品		

�

川
越
浪
漫
250
個　

喜
多
の
架
け
橋
250
個　

役
員
３
名

④
神
奈
川
県
支
部　

開
催
日
時	

11
月
17
日
（
木
）

提
供
品		

鳩
サ
ブ
レ
ー
500
枚　

役
員
４
名

⑤
東
京
都
支
部　

開
催
日
時	

12
月
９
日
（
金
）

提
供
品		

酒
種
あ
ん
ぱ
ん
500
個　

役
員
３
名

９
．会
議
の
開
催

⑴
役
員
総
会

２
０
２
２
年
４
月
16
日
（
土
）

場　

所	

高
千
穂
大
学

出
席
者	

岩
本
会
長
他
8
支
部
長

議
長
に
岩
本
会
長
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
を
審
議
し

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
「
87
号
」
に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に
５
月

に
発
送
し
報
告
し
た
。

議　

題　

【
審
議
事
項
】

⒈
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

⒉
２
０
２
１
年
度
監
査
報
告

⒊
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
の
承
認

⒋
２
０
２
２
年
度
予
算
の
承
認

⒌
２
０
２
２
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

合
同
役
員
会

２
０
２
２
年
３
月
５
日
（
土
）

出
席
者	

�

石
原
会
長
、
岩
本
新
会
長
他
役
員
19
名
、
松
﨑

事
務
局
長

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

議　

題　

⑴
参
加
者
自
己
紹
介

⑵
２
０
２
１
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

⑶
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て

⑷�

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
（
年
間
行
事
予
定
）
・
予
算
に

つ
い
て

⑸
新
入
生
保
護
者
宛
て
支
部
活
動
紹
介
に
つ
い
て

⑹
黎
明
掲
載
用
、
支
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

⑺
卒
会
式

⑻
そ
の
他

役
員
会　

２
０
２
２
年
８
月
27
日
（
土
）

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

高 千 穂 大 学

父母の会

黎明
REIMEI

57号

高千穂大学学長

寺内　一

２
０
２
３
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入

学
な
さ
れ
ま
し
た
学
部
生
・
大
学
院
生
の
御

父
母
の
皆
様
、
御
子
息
・
御
息
女
の
御
入
学

心
よ
り
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と

御
挨
拶

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
ご
子
息
・

ご
息
女
の
ご
入
学
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
一
部
人
数
制
限

を
行
っ
た
も
の
の
、
完
全
対
面
方
式
で
の
入

学
式
が
２
０
２
３
年
４
月
４
日
（
火
）
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当
日
に
は
ゼ
ミ
Ⅰ
担

当
者
と
の
顔
合
わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
翌
日
か

ら
履
修
登
録
や
課
外
活
動
の
説
明
を
含
ん
だ

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

無
事
に
終
わ
り
、
７
日
（
金
）
か
ら
春
学
期

父
母
の
会
の
役
割
―
学
生
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
重
要
な
パ
ー
ト

高千穂学園理事長

藤井　耐

う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36（
１
９
０
３
）
年
、
川
田
鐡
彌
先

生
に
よ
り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園
は
、
我

が
国
私
学
の
伝
統
校
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
も
の
と
御
拝
察

致
し
ま
す
。

御
子
息
・
御
息
女
の
皆
様
が
、
こ
の
伝

統
校
に
て
充
実
し
た
大
学
生
活
を
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
、
立
派
に
御
成
長
な
さ
れ
ま
す
よ

う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
御
在
籍

さ
れ
て
お
り
ま
す
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と

共
に
、
新
入
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と
も
連

携
し
つ
つ
、
学
園
関
係
者
一
同
、
全
て
の
学

の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
高
千
穂
大

学
は
入
学
さ
れ
た
お
子
様
が
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
築
き
上
げ
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
し
て
お
子
様
の
教
育

を
お
任
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

入
学
式
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本
学

を
設
立
し
た
川
田
鐡
彌
先
生
は
学
生
一
人
ひ

と
り
を
家
族
の
一
員
と
み
な
し
て
人
格
教
育

を
行
う
こ
と
を
目
指
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
本
学
は
「
家
族
主
義
的
教
育
共
同
体
」
と

い
う
名
の
も
と
に
理
事
会
、
教
職
員
、
同
窓
会
、

そ
し
て
皆
様
の
父
母
の
会
が
一
致
団
結
し
て

す
べ
て
の
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
相
互

の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活
発

に
し
、
大
学
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ

と
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
学
園
、
大
学
、
同

窓
会
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
千
穂

大
学
の
学
生
一
人
ひ
と
り
が
４
年
間
で
成
長
を

生
の
方
々
の
御
成
長
に
向
け
、
共
に
御
協
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
減
少
化
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
、
収
束
（
終
息
）
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

い
つ
収
束
（
終
息
）
す
る
の
か
、
現
時
点
に
て

明
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
感
染
防
止

に
十
分
に
御
留
意
さ
れ
つ
つ
日
々
お
過
ご
し

下
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
学
内
に
て
お
会
い
で
き
る

時
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

遂
げ
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
父
母
の
会
が
持
つ
大
き
な
機
能
の

ひ
と
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
教

職
員
や
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
り
、
相
互
に

情
報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
本
学
の
教
育
を
等
し
く
享
受
し
て
お
ら

れ
る
ご
子
息
・
ご
息
女
の
将
来
に
対
す
る
希

望
や
不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
の
ご
体
験

な
ど
も
含
め
て
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
取
り

交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
個

人
情
報
に
関
し
て
は
厳
格
に
取
り
扱
い
い
た

し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

皆
様
が
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
一
翼

を
担
う
父
母
の
会
と
い
う
場
を
有
効
に
活
か

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ご
子
息
・
ご
息
女

の
成
長
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て

も
こ
の
４
年
間
が
充
実
し
た
期
間
に
な
る
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

黎明
01

黎明
02
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父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を

活
発
に
し
、
学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
次
の
事

業
を
行
う
。

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、
防
災
用

品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

�

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
主
催
す
る

行
事
等
）
お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会
に
対
し
援
助
を

行
う

・
体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

�

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の
会
議
を

開
催

�

⒈
役
員
総
会　

⒉
役
員
会　

⒊
本
部
役
員
・
支
部
役
員

合
同
研
修
会　

⒋
支
部
会
、
支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業

⒈
高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

⒉�
父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合
同
研
修

会
等
の
実
施
）

●
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
６
月
に
実
施

●
父
母
懇
談
会
の
開
催

�

９
月
の
、
土
、
日
を
利
用
し
、
全
国
16
支
部
が
単
独
ま

た
は
合
同
で
開
催
す
る
。

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

�

３
月
に
２
年
生
保
護
者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大

学
就
職
支
援
課
と
の
合
同
で
開
催
、
２
年
生
保
護
者
向

け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

●
卒
会
式
の
実
施
及
び
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

�

３
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
出
席
保
護
者
を
対

象
に
実
施
、
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
呈

●
郷
土
企
画
の
実
施

各
支
部
の
名
産
品
を
食
堂
ま
た
は
１
号
館
に
て
学
生
に

提
供

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化

⒈
大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」
を
会
員
向

け
に
年
４
回
発
送
、
う
ち
２
回
、
父
母
の
会
の
特
集

『
黎
明
』
が
掲
載

⒉
大
学
行
事
の
案
内
を
発
送

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

�

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充
実
に
対

す
る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

会長 角屋 由華 （埼玉県支部4年）
副会長 嘉瀬 英昭 （大学指名）
幹事 山田 大介 （群馬県支部 3年）

伊東 考斉 （東京都支部 3年）
三浦 恭子 （東京都支部 3年）
杉本 義則 （東京都支部 2年）
杉山 真弓 （東京都支部 2年）

監査 西山 徹二 （大学指名）

事務局長・
会計 松﨑　健 （大学指名）

出
席
者	

����

岩
本
会
長
、
他
支
部
長
６
名
、
松
﨑
事
務
局
長

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

議　

題　

⑴
２
０
２
２
年
度
父
母
懇
談
会
に
つ
い
て

⑵
次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

⑶
常
任
委
員
会

２
０
２
２
年
12
月
10
日
（
土
）

出
席
者	

岩
本
会
長
、
他
副
会
長
４
名
、
松
﨑
事
務
局
長

場　

所	

高
千
穂
大
学　

４
号
館
Ｂ
会
議
室

議　

題　

今
後
の
父
母
の
会
活
動
に
つ
い
て

　10
．そ
の
他
事
業

⑴
卒
業
記
念
品
配
布

　

３
月
20
日
（
月
）
卒
業
生
（
597
名
）
に
記
念
品
「
ふ
く

さ
」
を
配
布
し
た
。

⑵
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

４
月
４
日
（
月
）
入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

３
月
20
日
（
月
）
卒
業
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

２
０
２
３
年
度

父
母
の
会
新
役
員

高千穂大学 
父母の会・事務局
〒168-8508  
東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL	 03-3313-0432   
FAX	 03-3313-0432
E-mail	fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関するお問合せは
こちらまで

郷
土
企
画 

神
奈
川
県
支
部　

「
鳩
サ
ブ
レ
」

２
０
２
２
年
度
神
奈
川
県
支
部
長 

波
木
井 

順
一

２
０
２
２
年
11
月
17
日
（
木
）
、
神
奈
川
県
支
部
の

郷
土
企
画
と
し
て
、
鎌
倉
名
物
の
鳩
サ
ブ
レ
を
配
布
し
ま

し
た
。
神
奈
川
県
は
、
シ
ウ
マ
イ
、
中
華
饅
頭
、
鳩
サ
ブ

レ
の
様
な
家
庭
で
楽
し
め
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
食
品
が
多

く
、
自
分
も
子
供
の
頃
か
ら
、
親
に
買
っ
て
も
ら
う
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
親
に
な
っ
た
今

は
、
自
分
で
食
べ
る
よ
り
、
子
供
に
買
っ
て
喜
ぶ
顔
を
見

る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
好
天
の
秋
の
日
に
緑
に

恵
ま
れ
た
綺
麗
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
一
人
一
人
の
顔
を

見
な
が
ら
鳩
サ
ブ
レ
を
手
渡
し
し
て
、
多
少
な
り
と
も
喜

ん
で
貰
え
る
こ
と
は
、
一
緒
に
配
布
し
た
父
母
の
会
の
４

人
に
と
っ
て
も
幸
福
な
一
時
で
し
た
。
父
母
の
会
は
、
大

学
と
力
を
併
せ
て
、
学
生
の
成
長
を
後
押
し
す
る
役
割
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
郷
土
企
画
も
、
ほ
ん
の

少
し
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
学
生
の
応
援
に

な
っ
た
な
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
心
か
ら
学
生
一
人

一
人
の
成
長
と
飛
躍
を
祈

願
し
て
い
ま
す
。

開
催
報
告

●収入の部 （単位：円）

科　　　　目 2022年度予算 2022年度決算 差異 摘　要

会費収入 24,000,000 23,650,000 350,000 会費10,000円　　会員数2365人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,000 723 277 受取利息等

前年度繰越金 59,847,075 59,847,075 0

収入の部合計 83,848,075 83,497,798 350,277

●支出の部 （単位：円）

科　目 2022年度予算 2022年度決算 差異 摘　要

父母懇談会費 5,000,000 503,364 4,496,636 新入生オリエンテーション・父母懇談会（9月開催）

就職ガイダンス 2,000,000 998,614 1,001,386 2年生保護者向け案内発送、ガイドブック作成

会報費 2,200,000 1,867,883 332,117 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 4,000,000 3,260,980 739,020 　

奨学助成費 1,800,000 1,475,000 325,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,200,000 1,000,000 200,000 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 500,000 285,980 214,020 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,500,000 152,256 1,347,744 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,500,000 1,300,214 3,199,786 支部活動助成費、郷土企画、卒業記念品

管理費 3,000,000 2,350,634 649,366 派遣・アルバイト代、事務用品、通信費等

支出の部合計 22,200,000 10,433,945 11,766,055 　

次年度繰越金 61,648,075 73,063,853 △ 11,415,778 現金121,774円、ゆうちょ銀行3,790,083円、
三菱UFJ銀行普通預金49,151,996円、定期預金20,000,000円

合　　　計 83,848,075 83,497,798 350,277
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●収入の部 （単位：円）

科　目 2022年度決算 2023年度予算 差異 摘　要

会費収入 23,650,000 23,680,000 △ 30,000 会費10,000円　　会員数2368人（留学生除く）

雑収入 受取利息 723 1,000 △ 277 受取利息等

前年度繰越金 59,847,075 73,063,853 △ 13,216,778

収入の部合計 83,497,798 96,744,853 △ 13,247,055

●支出の部 （単位：円）

科　目 2022年度決算 2023年度予算 差異 摘　要

父母懇談会費 503,364 5,500,000 △ 4,996,636 新入生オリエンテーション1,000,000円、秋懇談会4,500,000円

就職ガイダンス 212,114 1,000,000 △ 787,886 2年生保護者向け212,114円

会報費 1,867,883 2,000,000 △ 132,117 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,260,980 3,800,000 △ 539,020 　

奨学助成費 1,475,000 1,800,000 △ 325,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 285,980 500,000 △ 214,020 体育祭飲料補助費等

学生食生活支援 0 3,400,000 △ 3,400,000 学食補助

役員会費 152,256 1,000,000 △ 847,744 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 1,300,214 4,000,000 △ 2,699,786 支部活動助成費500,000円、郷土企画2,000,000円、
卒会式700,000円、卒業記念品800,000円

管理費 3,137,134 3,400,000 △ 262,866 職員・アルバイト代　3,000,000円、事務用品200,000円、
通信費等100,000円、その他100,000円

支出の部合計 10,433,945 24,100,000 △ 13,666,055

次年度繰越金 73,063,853 72,644,853 419,000

合　　　計 83,497,798 96,744,853 △ 13,247,055

２
０
２
２
年
度 

高
千
穂
大
学
父
母
の
会　

決
算
報
告

２
０
２
３
年
度 

高
千
穂
大
学
父
母
の
会　

予
算
書

黎明
03

黎明
04


